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論 文 内 容 の 要 旨
本論文は Aspergillussaitoiの生産する celulaseについてその生産条件, 精製, 酵素の性質などに
関する詳細な研究を取りまとめたものである｡
著者は AsI)ergillussaitoiが他の微生物に比較して強力なセルローズ分解能を有する ことを見 出 し
た｡ 本酵素の粗標品は starchelectrophoresisでは少なくとも5部分からなっており, また作用的には
ぼうじゅんゼルローズに作用する部分, carboxymethylcelulose (CMC) に作用する部分および β-
glucosidaseの基質である salicinに作用する部分にわけることができる｡ CMCに作用する部分は酵素
タンパク質の約50%,salicinに作用する部分は約40% をしめ, ほうじゅんセルローズに作用する部 分 は





これらの酵素の中で比較的安定な CMCに作用する部分を Sephadex, カチオン交換樹脂, Carbowax
処理などによって精製し,celulase としてははじめて結晶状に単離することに成功した｡ この結晶酵素
は電気泳動的に単一タンパク質であって, ぼうじゅんセルローズやろ紙粉末,celobiose,salicinその他
には全く作用しない｡ 最適 pH は4.5-5.0にあり最適温度は 60-70oC, 安定 pH域は2.6-8.0で熟に
対して比較的安定である｡ CMCの加水分解物をベーパ- クロマ トグラフィ- で経時的に検討した結果,
オリゴ糖を経て celobioseまで分解するがグルコ- スは生成しない｡ またこの酵素の作用は従来論議の
あった endwise型か random 型であるかについては random 型であることを明らかにしている｡
またこの酵素は基質の重合度には大して影響されないが carboxyl基の置換度によって左右 され る こ
と, さらに各種金属塩, その他の物質の阻害, 賦活について検討し従来知られている微生物の celulase
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と比較検討を加えた｡














の大部分をしめる CMC分解酵素を結晶状に得てその諸性質を明らかにしたことは大きな業績 で あ り,
醗酵生理学, 酵素化学に貢献するところが大きい｡ よって本論文は農学博士の学位論文として価値あるも
のと認める｡
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